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廿日市市では４学年を対象に学力定着状況調査を１月１３日に行いました。それに合わせ，本

校では全学年で国語・算数の２教科の学力調査を行いました。 

結果の分析をし，課題となった問題については，３月の学年のまとめとして補充学習を進めてき

ました。本年度の学習指導の成果と課題を踏まえ，来年度の教育に積み上げていきたいと考えて

います。お子さんの個人票とあわせ，ご覧ください。 

 

各学年の結果 【 正答率（％） 結果の分析〇 今後の取組・ 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度廿日市市学力定着状況調査の結果について 

＜第１学年＞ 

 本校 廿日市市 全国 

国語科 ８０．６ ７６．９ ７４．６ 

算数科 ８７．７ ８６．３ ８２．０ 

〇国語科算数科ともに基礎的な学力は定着しています。 

〇国語科では，助詞「へ」「は」使い方，説明文の内容の大体を捉えること，事柄の順序を考えて話

すことに課題があります。 

〇算数科では，かさを，任意単位で比較すること，求差の立式をしたり，減法の式や絵から必要な

要素を選び，適切な文章問題を作ったりすることに課題があります。 

 

・言葉と言葉をつなぐ助詞の働きに注目しながら，短い作文などに取り組んでいきます。 

・グループ学習などを行うときに，相手の言いたいことは何なのか，事柄の大体を考えながら聞いた

り，最も伝えたいことを意識しながら，順序立てて話をしたりするように指導を継続していきます。 

・１年の学習の復習を行い，特に減法の文章題の反復練習や，身の回りの物を，直接比較だけで 

なく，任意単位による比較の指導を再度行います。 

＜第２学年＞ 

 本校 廿日市市 全国 

国語科 ８２．３ ８３．３ ８２．０ 

算数科 ７２．０ ７４．０ ７０．０ 

〇国語科算数科ともに基礎的な学力（漢字や計算）が身に付いています。 

〇国語科では，自分の考えを理由付けて書くことに課題があります。 

〇算数科では，問題を正しく読み取り．場面をイメージしたり立式したりすることに課題があります。 

 

・授業の中で，理由を言ったり書いたりすることや，条件付けで書くことに取り組んでいきます。 

・授業の中で文章題を解く機会を増やし，絵や図で表す指導を継続していきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第３学年＞ 

 本校 廿日市市 全国 

国語科 ７６．３ ７６．９ ７４．４ 

算数科 ７１．８ ７５．９ ７１．１ 

〇国語科算数科ともに３根遠征で学習する内容の理解が十分できています。 

〇書くことに課題があります。問いの意図を読み取って，条件に沿って書くことに慣れていない。 

〇たし算，ひき算，かけ算，大きい数の構成など，基礎的な学習内容の定着に課題がある。 

 

・引き続き，音読を中心として文章を読むことに慣れていくよう指導していきます。その中で，問われ

ていることに的確に答えるには，文章のどこを読み取り，どのように表記するとよいのかを一緒に考

え，条件に合わせて書くことの練習もしていきます。 

・毎日の学習の中で，引き続き基礎的な内容の定着を図ります。 

＜第４学年＞ 

 本校 廿日市市 全国 

国語科 ７１．０ ７３．５ ７２．０ 

算数科 ６４．６ ７０．０ ６８．３ 

〇国語科では書くことに課題があります。また，たくさんある資料から必要な情報を取り出し，それ

らを適切な言葉に書き直す力に課題があります。 

〇算数科では文章問題の読み取りに課題があり，題意に沿った答え方に課題があります。また，図

形の定義と性質の違いを理解しそれらを活用することに課題が見られました。 

 

・授業の中で条件を設けた文章作成を行うなど作文問題を継続して指導していきます。 

・問題を児童が作成し，友達同士で解かせる。式の意味を線分図で表す練習を繰り返し行います。 

・再度，各図形について，定義と性質の理解の定着を図ります。 

＜第５学年＞ 

 本校 廿日市市 全国 

国語科 ７８．０ ７７．０ ７２．７ 

算数科 ６４．６ ６５．８ ６０．０ 

〇国語科算数科ともに基礎的な学力は定着しています。 

〇国語科では，目的や条件に合わせ，資料から必要な情報を取り出し，それらを適切な言葉に書

き直す力に課題があります。また，段落の役割，文章の構成についての理解に課題があります。 

〇算数科では，小数×小数の計算，平均の活用，単位量当たりの大きさの式の意味理解などに課

題が見られました。 

 

・授業の中で条件を設けた文章作成を行うことを継続していきます。例えば，条件を設けてまとめや

振り返りを書いたり，段落を使用した文章作りを日記などで書いたりしていきます。 

・応用問題に慣れるためにも，基礎学力を確実に定着させて，様々な問題場面に触れさせるよう指

導を行っていきます。 

・単位量では，何あたりの量を求めているのか式や答えの説明を言葉で書いたり，伝えたりする学

習を引き続き行っていきます。 



 

＜第６学年＞ 

 本校 廿日市市 全国 

国語科 ７５．７ ７４．１ ７４．５ 

算数科 ６７．２ ７１．１ ７１．６ 

〇国語科は基礎活用共に学力定着しています。算数科は基礎的な学力は身に付いていますが，

活用する力に課題が見られました。 

○国語科は敬語を正しく使うこと，叙述から心情を読み取ること，予想される反論を踏まえて，自分

の意見を書くことに課題がありました。 

○算数科は分数や小数，等しい比や比の値を求める問題に課題が見られました。 

・普段の日記や作文等でも，正しく敬語を使うことを意識させるよう指導を継続していきます。 

・人物の心情を読み取る際，「～という叙述があるから…」というように，文章の中から根拠をもって

自分の意見を述べられるようにします。また，授業の中で意見文を書いたり，異なる立場で議論をし

たりする際は，説得力を高めるポイントとして，相手の立場にも目を向けていく必要があることを理

解できるよう指導をしていきます。 

・再度，分数や小数を簡単な整数に置き換えて解き方の理解を図り，整数でなくとも考え方は同じ

であることを理解できるように指導します。また，比の意味や比の作り方，比の値の求め方が確実

に理解できるよう，繰り返し練習で定着させます。 


